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12月15日号�

ご確認ください救急当番医

●燃えるごみ(午前８時30分までに出してください)

収　集　区　分 年　末(最終) 年　始(最初)
月・水・金地区 30日(月) ６日(月)
火・木・土地区 29日(日) ４日(土)

●燃えないごみ(午後０時30分までに出してください)

収　集　地　区 年　末(最終) 年　始(最初)
月曜日地区 23日 カン ６日 カン
火曜日地区 24日 カン ７日 カン
水曜日地区 25日 カン ８日 カン
木曜日地区 26日 カン ９日 カン
金曜日地区 27日 カン 10日 カン

●芦屋浜・南芦屋浜地区：燃えないごみ

　(午後０時30分までに出してください)
収　集　地　区 年　末(最終)  年　始(最初)

浜風町
緑　町
若葉町
高浜町
潮見町
新浜町
陽光町

●粗大ごみ

　12月27日(金)までに122-2166へ予約してください。

　年末は、12月28日(土)まで収集します。
　年始は、１月６日(月)から受け付けます。

年末年始のお知らせ

日
施　設　名

○ × × × × × × × × × ○ ○ × ○
○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ × ○
× × × × × × × × × × × × × ×
× × × × × × × × × × ○ × × ○
○ ○ × × × × × × × × ○ × ○ ○
○ ○ × × × × × × × × ○ × × ○
○ ○ × × × × × × × × × × × ○
○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○
○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○
○ × × × × × × × × × ○ × ○ ○
○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○
※川西運動場は12月28日～１月４日、午前９時～午後５時は一般開放します
○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × ○

市役所、ラポルテ市民サービスコーナー、
女性センター、保健センター
市民センター(市民会館・公民館、福祉会館・老人福祉会館)
集会所(打出、竹園、朝日ケ丘、潮見、奥池、茶屋)
集会所(翠ケ丘、前田、春日、浜風、西蔵)
集会所(大原)
美術博物館
富田砕花旧居
谷崎潤一郎記念館
図書館本館
図書館打出分室・大原分室
上宮川文化センター
打出教育文化センター
体育館・青少年センター、海浜公園プール
芦屋中央公園(野球場・芝生広場)、川西運動場
岩ケ平・西浜・東浜・若葉テニスコート
芦屋公園テニスコート
あしや温泉

主な施設のカレンダー

●休日応急診療所(内科・小児科)　1２１－２７８２

　芦屋市医師会医療センター(公光町５－13)１階　
　日時…12月29日～１月３日、日・祝日　午前９時～午後５時
＊受診時には健康保険証をご持参ください。
＊老人医療や福祉医療受給者は各医療受給者証をご持参ください。

●歯科　午前９時～正午(芦屋市歯科医師会　1２３－６４７１)

12月15日
12月22日
12月23日
12月29日
12月30日
12月31日
１月１日
１月２日
１月３日
１月５日

市役所は
年内27日(金)まで

ごみはルールを守って
出しましょう

―― 収集日などをご確認ください ――

大原町11-24-206
浜風町3-5
山手町2-12
打出町1-16
南宮町6-22-103
春日町23-8-101
公光町7-10-201
宮塚町7-11
西芦屋町6-13
前田町3-7

●夜間在宅輪番

※１月３日を除く金曜日20時～23時は下記の通り。(　)は診療科目
12月20日

12月27日
１月10日

26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

業平町6-31
大桝町3-17
南宮町11-16

※12月20日・27日・１月10日の23時～翌日７時、その他の日の20時
　～翌日７時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療

　尼崎医療センター(尼崎市水堂町3-15-20)　1０６－６４３６－８７０１
　日時…12月29日～１月４日　午前９時～翌朝６時

岡歯科医院
小野歯科浜風診療所
きしだ歯科
マキハタ歯科医院
ごん歯科医院
歯科松木医院
藤田歯科診療所
長谷川歯科医院
能治歯科医院
原田歯科医院

芦屋橋本クリニック(内、透)

北岡医院(内、小)
山田医院(内)

　外来診療業務は、12月28日から１月５
日まで休診します。ただし内科救急は行
います。小児科２次救急は12月28日、29
日、１月４日、５日の予定です。

問い合わせ　環境施設課　132-5391

問い合わせ　環境サ－ビス課　122-2155

６日 カン
８日 カン
６日 カン
６日 カン
10日 カン
８日 カン
９日 カン

23日 カン
25日 カン
27日 カン
27日 カン
27日 カン
25日 カン
26日 カン

□環境処理センタ－への持ち込み

　年末は、12月31日(火)正午まで。
　年始は、１月４日(土)から平常どおり。

□芦屋浜・南芦屋浜地区パイプライン輸送

　年末は、12月31日(火)正午まで。
　年始は、１月４日(土)午前９時から。
＊年末年始は普段よりごみが多いため長時間投入できな
　いことがあります。特に31日(火)は混雑が予想されま
　すので30日(月)までに計画的に投入してください。

　三浦清教育長の任
期満了に伴い、12月
２日に開かれた定例
市議会で議会の同意
を得た後、藤原周三
氏を教育委員、教育
長に任命しました。
　任期は、平成15年１月１日から平成
18年12月31日までの４年間です。

市教育長に藤原周三氏を任命

問い合わせ
教育委員会総務課　138-2085

プロフィール

　藤原周三(ふじわら　しゅうぞう)氏

　フランス・トゥレーヌ甲南学園高等
　部・中等部校長
　神戸市垂水区在住　63歳

　市役所は、年末は27日(金)午後５時15分まで、年始は
１月６日(月)午前９時から業務を行います。
　年末は、例年市民課窓口など大変混雑しますので、
ご用は早めにお済ませください。また、年末年始は、
ごみの収集日が通常と異なりますのでご注意ください。
　休業期間中も、出生届、死亡届などは市役所宿直室
で受け付けています。
　年末年始の問い合わせは、市役所代表電話(1 31 -
2121)へ。

芦屋病院年末年始外来診療　131-2156

○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○

　曜日

1２１－３１３１
1２２－３４１４
1２２－９３５１

1２２－０１３９
1２３－６４７４
1２２－１７２３
1２２－３２３３
1３８－５５７７
1２３－８８１１
1２５－０６４６
1３４－０２１２
1３２－３３８６
1３１－３０３３
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●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、�出演、
　　　　�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、	申し込み、
問い合わせ

毎月20日は�

マイカー通勤の自粛を！�

「阪神地域ノーマイカーデー」�

◆総務部総務課からのお知らせ

総務部総務課(138-2010)
【工業統計調査にご協力ください】　
　調査対象となるかたがたのご理解とご
協力をお願いいたします。
�製造業を営む事業所　�平成15年１月
上旬～２月上旬(調査票は12月31日の状
況でご記入ください) 　� 目的：製造業
の実態を明らかにする
【国勢調査のかたり調査にご注意を】
　最近、「国勢調査の追加調査」と称し
て、電話によって事業所の独身従業者名
等を聞き出そうとする「かたり調査」が
阪神間で発生しています。
　芦屋市では、現在このような追加調査
は一切行っていませんので、くれぐれも
ご注意ください。また、芦屋市では平成
14年11月21日現在で「全国物価統計調
査」を実施し、一部の調査項目について
は、市職員が電話にて問い合わせをしま
したが、上記の「かたり調査」とは無関
係です。
　
◆消費生活相談受付時間変更のお知らせ
　最近の消費生活相談の内容は複雑なも
のが多く、相談者の納得いく解決のため
には業者とのやり取り等に長時間を要し、
その対応のため、平成15年１月６日(月)
から受付時間を９時～16時(12時～12時
45分休憩)に変更します。
　最近は、家庭訪問業者の、浄水器の販売
についての苦情や、必要のない下水道工事
を契約してしまった、覚えのない電話代や
情報料の請求が来たなどの相談が多くなっ
ています。なるべく早く契約書等をご用意
され、お気軽にご相談ください。

消費生活センター(138-2034)

◆年末年始の死獣の引き取り
①12月28日から30日の正午までの受け付
け分：30日(月)の午後から収容
②12月30日の午後から31日の正午までの
受け付け分：31日(火)の午後から収容
③12月31日午後から１月３日正午までの
受け付け分：３日(金)の午後から収容
④１月３日( 金) 正午以降の受け付け分：
６日(月)の正午までに収容
※この間の連絡は市役所宿直室(131-2121)
へ

環境管理課(138-2050)　　

◆公民館からのお知らせ

公民館(135-0700 〒659-0068 業平町8-
24)
【2003年初健康ハイキング】
�平成15年１月10日(金)８時50分～14時

�集合：阪急芦屋川駅前広場　�コース
：阪急芦屋川～前山公園～ゴロゴロ岳～
奥池～芦有ゲート( 昼食・現地解散) 　�
うりぼう会　�200円　�50人　	電話
で公民館へ
【公民館おしゃべり音楽会
　～松本真理子マリンバの世界】
�平成15年１月18日(土)13時30分～15時　
�市民センター・音楽室　�松本真理子、
アンサンブル“テトラ”ほか　�曲目：剣
の舞／メリーウィドゥワルツ／ママのそ
ばで　ほか　	往復はがきに参加者全員
の氏名・住所・電話番号を記入の上、平
成15年１月４日(土)までに公民館へ

◆ポルトガル語入門講座受講生募集
�平成15年１月７日～３月25日、毎週火
曜日(祝日を除く)、全11回、18時30分～
20時　�国際交流協会　�13,750円、国
際交流協会年会費(１口2,000円)、テキス
ト代　�17人　
国際交流協会(1 34 -
6340)

◆阪神モノづくりリーディングカンパ
　ニー100に関する認証候補企業の募集
�阪神地域の世界的な技術力を有するな
どの特に優れたモノづくり企業を、リー
ディングカンパニーとして認証し国内外
に広くＰＲ　�阪神地域に本社または製
造所を有し、経営状態の安定した中小企
業、詳細は下記へ　	平成15年２月３日

（月）までに所定の申込用紙に記入の上、
下記へ郵送または持参　
阪神南県民局
地域振興部商工課(106-4869-6025 〒660-
0083 尼崎市道意町7-1-3 エーリックビル)

◆平成15年度県立こばと聾学校幼児募集
�保育相談部：１、２歳児。幼稚部：３、
４、５歳児。いずれも若干名　�入学面
接日：平成15年２月12日（水）９時30分～
14時30分　	平成15年１月８日～２月10日
に右記へ　
兵庫県立こばと聾学校(10798-
53-5061  FAX0798-53-5062)

◆成長産業分野能力開発支援助成金
�非自発的離職者の再就職を支援するた
め、県が認定したIT(情報通信技術)等の
成長産業分野における能力開発プログラ
ムの入学料・受講料の２分の１(上限15万
円)を助成　�在職経験年数等の要件あり
	受講開始前に申込書を下記へ　
兵庫県
産業労働部商工労働局能力開発課(1078-
362-3368)

12月25日まで
固定資産税・都市計画税(第３期)

／課税課固定資産税担当　138-2017
1月6日まで
法人市民税・事業所税(10月31日決算の
法人等)　  ／課税課管理担当　138-2015
介護保険料(普通徴収第6期分)
 ／高年福祉課介護保険担当　138-2046

お　し　ら　せ

納　期

① 6:00

② 8:30

③11:00

④13:30

⑤16:00

⑥18:30

⑦21:00

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)
とびだせスタジオ　あしやリポート(＊)

情報番組・長寿の食卓
芦屋の人(＊)
　

芦屋市民企画番組(＊)
ITくんQ&A
撮りっきり芦屋(＊)
文字放送
西宮ライブラリー

ニッポンみたまま(30分)
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　12／15　（６:00～）～12／31　（～23:30）

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

フォーカス芦屋「大丈夫？　年末の防犯対策」

「防犯」していますか？
「メンバー募集」「イベント情報」「匠」
「宮垣晋作さん（額縁専門店経営）」
 「2002年の絵物語～地球の贈りもの」
 「インターネット基礎知識」
 「市立中学校総合文化祭」「スローフードをコンビニで」
 「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
  町名の由来「甲風園」
　　「バイオマスって知ってマス？－新技術による環境保護と経済発展－」

00
05
25

40
50
　

00
20
25
45
50
00

■放送時間　午前６：00～午後11：30(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
　放送します)　　　　　　　　　　　　　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■９チャンネルの番組に関する問い合わせ　広報課　138-2006　■ケーブルテレビ全般に関する
問い合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ Broad band 神戸・芦屋) 70120-13-8160
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　「防災とボランティアの日」の１月17日に緊急時の避難路、救援路となる山手幹
線(山手ふれあいロード)をともに歩きませんか。終点の神戸東部新都心では午前11時
50分から震災犠牲者への「追悼のつどい」を開催します。
日　程　１月17日(金)いずれも出発30分前から受け付け

　阪神・淡路大震災から来年１月17日で８年が経
過するにあたり、犠牲者を追悼するため「１・17
芦屋市祈りと誓い」を執り行います。
日　時　平成15年１月17日(金)＜雨天決行＞
        　　午前７時30分～午後５時
会　場　「阪神・淡路大震災慰霊と復興のモニュ
　　　　　メント」前
内　容　記帳・献花(献花用の花は用意します)
＊駐輪場・駐車場はありません。
＊ご供花やご供物などは固く辞退いたします。

問い合わせ　秘書課　138-2000

1・17芦屋市祈りと誓い

　問い合わせ　1. 17ひょうごメモリアルウォーク実行委員会
1078-360-8282 (兵庫県阪神・淡路大震災復興本部総括部生活復興課内）

　参加者のルー
トを誘導するボラ
ンティアスタッフ
　を募集します

＊いずれも出発30分前から受け付けします

＜東コース＞＊西コースもあります
 コース：15㎞コース 10㎞コース ２㎞コース
 集　合：西宮市役所 川西運動場(芦屋市) 王子公園　
 出　発：午前７時30分 午前８時出発 午前11時

芦
屋
川

�

芦屋市役所�

川西�
運動場�

公光橋�

●モニュメント�

芦屋公園�

国道43号線�

阪神芦屋駅�

区　分�

市　長�

助　役�

収入役�

区　　分�

議　　長�

副 議 長�

議　　員�

�

報　酬　月　額�

776,000円�

687,000円�

622,000円�

区　　分�

６ 月 期�

12 月 期�

３ 月 期�

計�

支　給　割　合�

2.05月分�

2.10月分�

0.55月分�

4.70月分�

給料月額�

1,072,000円�

　894,000円�

　740,000円�

調整手当�

107,200円�

　89,400円�

　74,000円�

合　　計�

1,179,200円�

　983,400円�

　814,000円�

職員数(人)

議　　会�
総　　務�
税　　務�
民　　生�
衛　　生�
労　　働�
農林水産�
商　　工�
土　　木�
小計　Ａ�
教　　育�
消　　防�
小計　Ｂ�

　�

病　　院�
水　　道�
下 水 道�
そ の 他�
小計　Ｄ�

�

7�
123�
40�

177�
85�
1�
1�
2�

106�
542�
208�
95�

303�

845�

229�
39�
41�
22�

331�

1,176

0�
4�

－2�
－1�
－5�

0�
0�
0�

－3�
－7�

0�
0�
0�

－7�

－6�
－3�
－1�

0�
－10�

－17�

�

対前年増減数�
(人)平成14年� 平成13年�

（増の主な理由）・行政改革推進室の新設�
（減の主な理由）・組織の統廃合�
　　　　　　　　・事務事業の見直し�
　　　　　　　　・退職者の不補充�
　　　　　　　　・病院調理業務の一部民間委託�

目　　　　標�
平 成 14 年�
平 成 13 年�

�

人口千人当たりの普通会計職員数(人)�
10.00�
  9.77�
10.08

支給率�
支給対象職員数�
国の支給率�
支給対象職員１人当たり平均支給年額(13年度決算)

区　　分�
職員全体に占める手当支給職員の割合�
支給対象職員１人当たり平均支給年額�
手当の種類(手当数)

代表的な手当の名称�

支給額の多い手当�
汚物取扱、技能現場作業�
交替制勤務、年末年始等�
特別勤務�

技術技能、特殊事務、�
変則勤務�

多くの職員に支給�
されている手当�

全　職　種�
53.7％�

145,971円�
18

10％�
844人�
10％�

501,738円�

一
般
行
政
部
門�

特
別
行
政
部
門�

公
営
企
業
等
会
計
部
門�

普通会計 計 C＝A＋B

合　　計  C＋D

平成13年度�
127,699千円�
       147千円�

支給総額�
 職員１人当たり支給年額�

平成12年度�
128,895千円�
       145千円�

扶養手当�

住居手当�

通勤手当�

配偶者 17,500円　　�
扶養親族のうち２人まで 各 6,000円　　�
ただし扶養親族でない配偶者を有する第１子のみ 6,500円　　�
配偶者のいない扶養親族のうち１人 11,000円　　�
その他 3,000円　　�
ただし満16歳の年度初めから満22歳の�
年度末までの子がいる場合は１人につき 5,000円加算�
家賃支払者 34,700円以内�
ロ－ン償還者 15,800円以内�
持家居住者 9,100円　　�
単身者 6,900円　　�
交通機関利用者�
交通用具利用者 50,000円以内�
交通機関と交通用具の併用者�
�

芦　　　屋　　　市�
配偶者 16,000円　　�
扶養親族のうち２人まで 各  6,000円　　�
ただし扶養親族でない配偶者を有する第１子のみ 6,500円　　�
配偶者のいない扶養親族のうち１人 11,000円　　�
その他 3,000円　　�
ただし満16歳の年度初めから満22歳の�
年度末までの子がいる場合は１人につき 5,000円加算�
家賃支払者 27,000円以内�
持家居住者 1,000円　　�
住宅を新築または購入した場合�
新築または購入から５年間 2,500円　　�
交通機関利用者 50,000円以内�
交通用具利用者 20,900円以内�
交通機関と交通用具の併用者 50,000円以内�
 

国�

表⑦　調整手当の支給状況(平成14年４月１日現在普通会計)�
�

表⑤　期末・勤勉手当の状況(平成13年度支給割合) 表①  職員の平均給料月額・平均年齢の状況(平成14年４月１日現在)

表②　職員の初任給の状況(平成14年４月１日現在)

表③　職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況(平成14年４月１日現在)

表④　一般行政職の級別職員数の状況(平成14年４月１日現在)

(注) ラスパイレス指数(国家公務員の給料を100として市の一般行政職員の給�
　　料を比較)は平成14年４月１日現在で102.9となっています。�

(注) 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、�
　　採用後の年数をいいます。�

(注) １．市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。�

表⑥　退職手当の状況(平成13年度支給率)

表⑧　特殊勤務手当の状況(平成13年度普通会計)

表⑨　時間外勤務手当の状況(普通会計)

表⑩　その他の手当の状況(平成14年４月１日現在)

表⑬　定員適正化の状況(各年４月１日現在)

表⑫　部門別職員数の状況(各年４月１日現在)

（3）特別職の期末手当(平成13年度支給割合)

（2）市議会議員の報酬 

（1）常勤の特別職の給料月額等�
表⑪　特別職の報酬等の状況 ( 平成 14 年４月１日現在 )

芦 屋 市�
自己都合�
21.0  月分�
33.75月分�
47.5  月分�
60.0  月分�

�
勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度�
その他の�
加算措置�

退 職 時�
特別昇給�

１人当たり�
平均支給額�
（平成13年�
   度退職者）�

自己都合�
14,150千円�

勧　奨�
　29,543千円�

定年の場合�
　勤続15年未満　１号給�
　勤続15年以上　２号給�

定　年�
　25,940千円�

定年前早期退職特例措置�
(2％～20％加算)

定年前早期退職特例措置�
(2％～20％加算)

１号俸�

勧奨・定年�
28.875月分�
44.55  月分�
62.7    月分�
62.7    月分�

自己都合�
21.0  月分�
33.75月分�
47.5  月分�
60.0  月分�

勧奨・定年�
28.875月分�
44.55  月分�
62.7    月分�
62.7    月分�

国 �

区　　分�
６　月　期�
12　月　期�
３　月　期�

計�

（注）人件費とは一般職に支給する給与、特別職の報酬等のほか�
　　　共済組合負担金、公務災害負担金等を含んだものです。�

（注）給与費は当初予算に計上された額であり、職員手当には退職�
　　　手当を含みません。�

１人当たり給与費 (B/A) 8,616千円�
 (職員数 (A) 854人)

人件費�
10,099,163千円�
(17.8％)

その他の経費�
46,534,148千円�
(82.2％)

芦 屋 市�
2.05月分�
2.10月分�
0.55月分�
4.70月分�

国 �
2.05月分�
2.10月分�
0.55月分�
4.70月分�

住民基本台帳人口　86,497人（平成14年3月31日現在）�

グラフ①　人件費の状況 (平成13年度普通会計決算)グラフ②　職員給与費の状況(平成14年度普通会計予算)

一般行政職�
区　　分�

芦 屋 市�

国�

技能労務職�
平均給料月額�

390,435円�

332,052円�

平均年齢�

44.7歳�

40.4歳�

平均給料月額�

383,492円�

290,731円�

平均年齢�

47.0歳�

48.8歳�

区　　分�
芦 屋 市� 国�

一　般�

行政職�

大学卒�

高校卒�

区　　分� 経験年数15年�
319,900円�
293,300円�

一　般�
行政職�

大学卒�
高校卒�

179,000円�

149,400円�

初 任 給�

194,800円�

163,200円�

採用２年経�
過日給料額�

174,400円�

141,900円�

初 任 給�

188,900円�

151,800円�

採用２年経�
過日給料額�

経験年数10年�
278,900円�
236,700円�

経験年数20年�
400,900円�
347,500円�

区　　分�
標準的な�
職務内容�

主事補�
技師補�

１年前の�
構 成 比�
５年前の�
構 成 比�

職 員 数�
構 成 比�

34人�
8.3％�

7.8％�

5.6％�

主事�
技師�
80人�
19.5％�

19.4％�

27.3％�

主査�
主任�
147人�
35.8％�

36.0％�

36.7％�

課長�
補佐�
47人�
11.5％�

12.3％�

  7.8％�

次長�

22人�
5.4％�

5.4％�

5.8％�

部長�

13人�
3.2％�

3.2％�

3.4％�

410人�
100％�

100％�

100％�

課長�

67人�
16.3％�

16.2％�

13.4％�

１級� ２級� ３級� ４級� ５級� ６級� ７級� 計�

�

(注)いずれも職制上の段階、職務の級等による加算措置がありますが、�
　   課長級以上については平成13年12月期から減額を行っています。�

給与費合計（B）�
7,358,372千円�

歳出額�
56,633,311千円�

給料�
3,996,030千円�
(54.3％)

その他の職員手当�
1,447,773千円�
(19.7％)

7�
119�
42�

178�
90�
1�
1�
2�

109�
549�
208�
95�

303�

852�

235�
42�
42�
22�

341�

1,193

期末・勤勉手当�
1,914,569千円�
(26.0％)

期末・勤勉手当�
1,914,569千円�
(26.0％)

　ただし、平成14年１月１日～平成14年９月30日の間、�
市長にあっては、給料および調整手当の７％を、助役に
あっては５％を、収入役にあっては３％を減額。�
　また、平成14年10月１日～平成18年３月31日の間、市
長にあっては、給料および調整手当の20％を、助役にあ
っては17％を、収入役にあっては15％を減額する。�

　ただし、平成14年７月１日～平成15年６月10日の間、
上記報酬月額の５％を減額する。�

区　　分�

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
職
員
の
給
与
や
職

員
数
の
状
況
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
そ
の
実
態
を
公
表
し
ま
す
。

　
市
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
は
、
地
方

公
務
員
法
に
基
づ
き
、
生
計
費
や
国
家
公

務
員
お
よ
び
他
都
市
の
職
員
の
給
与
、
民

間
企
業
従
事
者
の
給
与
と
の
均
衡
等
を
考

慮
し
、
職
員
団
体
等
と
協
議
し
た
上
で
、

市
議
会
の
議
決
を
経
て
市
の
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
給
与
は
、
毎
月
支
給
さ
れ
る
給

料
と
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当

等
の
諸
手
当
と
民
間
企
業
の
賞
与
に
相
当

す
る
期
末
勤
勉
手
当
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

(

グ
ラ
フ
①
②
、
表
①
〜
⑩
参
照)

　
ま
た
、
市
長
、
助
役
お
よ
び
収
入
役
の

給
料
と
市
議
会
議
員
の
報
酬
は
、
市
民
の

中
か
ら
選
任
さ
れ
た
委
員
で
構
成
す
る
「
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
」
で
審
議
さ
れ
、
議

会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

(
表
⑪
参
照)

　
な
お
、
部
門
別
職
員
数
の
状
況
は
表
⑫
、

定
員
適
正
化
の
状
況
は
表
⑬
の
と
お
り
で

す
。

市
職
員
の
給
与
・
職
員
数
の
状
況

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
　
1
#8
２
０
１
８

ご�

な�い�

ん�あ�ご�

な�い�

ん�あ�

税Ｑ＆Ａ
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問
い
合
わ
せ
　
美
術
博
物
館
　
1
#8
５
４
３
２

　
市
内
を
歩
く
と
、
ふ
と
し
た

と
こ
ろ
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、

戦
前
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
を
感
じ
ま
す
。
そ
の

一
例
は
、
市
内
各
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
鉄
蓋(

マ
ン
ホ
ー
ル)

で

す
。

　
六
麓
荘
町
に
は
、
開
発
当
時

(

昭
和
初
期)

の
「
六
麓
荘
」
の
文

字
入
り
や
マ
ー
ク
入
り
の
下

水
・
量
水
器
・
排
気
弁
・
止
水

栓
・
電
気(

阪
神
電
鉄)

の
鉄
蓋
が
残
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
見
る
と
、
鉄
蓋
の
ま
わ
り
に
石
枠
付
の
も
の
も

見
ら
れ
ま
す
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
こ
の
「
六
麓

荘
」
文
字
入
り
の
防
火
栓
や
制
水
弁
の
鉄
蓋
が
、
平

田
北
町
や
山
芦
屋
町
に
転
用
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　
市
章
入
り
の
、
右
か
ら
左
に
読
め
る
消
火
栓(

石

枠
付)

も
西
山
町
・
松
ノ
内
町
に
み
ら
れ
ま
す
。
岩

園
町
に
は
、
神
戸
水
道
に
関
連
し
た
神
戸
市
水
道
制

水
辨(

石
枠
付)

、
川
西
町
に
は
電
気
通
信
省
時
代
の

電
話
用
鉄
蓋(

石
枠
付)

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の
軌
道
の
北
側
斜
面

(

西
芦
屋
町
〜
松
ノ
内
町)

に
は
、
旧
芦
屋
川
ト
ン

ネ
ル(

明
治
七
年
築)

に
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
戦
前
の
赤
煉
瓦
を
用
い
た
構
造
物
や
、
右
か
ら

左
に
読
め
る
郵
便
受
な
ど
、
興
味
を
引
く
も
の
が

多
く
残
っ
て
い
ま

す
。

　
一
度
、
ブ
ラ
ブ

ラ
と
市
内
を
散
策

し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

電話用鉄蓋(川西町) 山芦屋町に残る六麓荘の鉄蓋

　　

楽しかった
 保育フェスティバル

　10月26日、市内公私立保育所(園)合同で「第７回保育フェスティバル」を
開催しました。オープニングは、和太鼓と５歳児の元気な踊り。参加された
皆さんに、親子で楽しく遊びながら保育所とはどんなところかを知っていた
だき、子育ての参考になればと工夫しました。
　当日の各コーナーでの楽しいひとときを、ご報告します。

平成15年度保育所入所希望者の受付

  平成15年４月から保育所への入所を希望するかたの申請を受け
付けます。
◆対　象　市内在住で、保護者が就労などのために保育でき　
　　　　　ない家庭の児童
◆年　齢　生後３カ月経過後～満５歳
　　　　　(平成９年４月２日以降出生の児童)
◆受　付　平成15年１月７日～24日
　　　　　(土曜・日曜・祝日を除く、午前９時～午後５時)

問い合わせ　児童課　138-2045

　

　　　　夢中で作りました
　 （製作コーナー）

　親子いっしょに時間のたつのも忘れ、熱
心に作品作りに取り組んでいました。
　牛乳パックのカエルが勢いよく飛び上が
ると大喜びで歓声をあげる子どもの姿に、
保護者のかたも嬉しそうな表情でした。
　「ブンブンごま」では、「昔を思い出し
て懐かしいです｣｢初めての経験です」と、
大人も夢中になっていました。

　「ご飯に大豆が入っている」「おい
しいね」と、大豆炊き込みご飯の試食
をしながら、和気あいあいの楽しそう
な声が聞こえていました。「きれいな
食器(強化磁器)や、使いやすそうなお
はしね」「おいしそうに食べてるね」
「バイキングのメニューもおいしそ
う」など、多くのかたに芦屋の保育所
給食を紹介することができました。

　ボールを触るだけ、転がすだけの年少児
用と、思いっきりキックできる年長児用に
分け幅広い年齢の子がサッカーを楽しむこ
とができました。
　何度も何度も来て遊んでいる子も多く、
子どもたちの様子を写真に撮ったり、ほほ
えみながら見守っている保護者のかたの姿
が見られました。

　　　絵本だーいすき
　　　　 （絵本コーナー）

　好きな絵本をお母さんやお父さんの膝
の上で読み聞かせてもらったり、たくさ
んの絵本を並べて見て楽しむ姿が見られ
ました。子どもよりもお母さんの方が
「懐かしい・・」「これ、知ってる！」
と嬉しそうに絵本を手にしたり、「この
値段なら買えるね」と興味を持って楽し
んでおられたようでした。
　こうしたイベントがきっかけで、絵本
大好きな人が増えることを願っています。

　

　ものを大切にしよう
　　　　（イベントコーナー）

　身近な環境問題や暮らしの知恵を伝え
るために、子どもたちにわかるよう大型
紙芝居やエプロンシアターで楽しく見て
いただきました。

　　　　　大きくなったかな
　 （保健コーナー）

　保育所で行われている健康診断や身体測定、視
力検査や育児教室での健康相談の様子を写真で紹
介しました。また、予防接種の受け方や虫歯の予
防・歯磨きのポイントなどについてパネルや手作
り紙芝居を掲示しました。
　身体測定では約150人の子どもたちが身長と体
重を測定してもらい、「背が低いかな」「少し太
り過ぎかな、やせ過ぎかな」など、測定結果と発
育表を見比べていました。

　「どうやって作ったのですか？」「本物みたい
ですね」、そんな言葉をたくさんかけていただき
ました。つい手を出したくなるケーキやお寿司に
は、手作りにこだわった保育園の思いがこもって
います。
　紙粘土や発泡スチロールなどの素材を思いのま
まに形を変え、色付けされたものはどんな高価な
おもちゃよりも魅力的で、温かな気持ちにさせて
くれます。
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いいにおい！　おいしいね　　　　　（給食コーナー）

　レッツゴー！　キック!!　　　　　　　　（サッカーコーナー）

本物そっくり！　（ままごとコーナー）

オープニングの和太鼓と元気な踊り

エプロンシアターでの子どもたち

　

こ�の�ペ�ー�ジ�の�問い�合わせは���
児童課�（�138-2045）�へ�

保育所�

の�ペー�ジ�
C H I L D C A R E

◯44
今も残る戦前の面影９
市内全域(鉄蓋)




